
　カレンダーや手帳に「大安」、「友引」などの記載がされたも
のを見かけます。これらを総称して「六曜」といいます。
　私たちは、ともすれば日常生活の中で新しい門出や祝い事に
「大安」を選んだり、葬式の日が「友引」にあたると一日延ばし
たりして、日取りを決めることがあります。しかし、六曜は、単
に日に吉や凶の意味をもたせた科学的な根拠のない迷信です。
「三隣亡」や「丙午」も同じことがいえます。
　私たちは、こうした信じていないことに、どうして従うのでし
ょうか。嫌なことが起こったらどうしようという不安感や、世間
の目を重視するあまり、このような「迷信」を受け入れているの
ではないでしょうか。
　このような根拠のないものに従う姿勢は、世間体を重視した態
度になって現れます。差別に直面したときに「差別はいけないが、
世間がそうしているから」といった世間体を重視した態度を生み
出します。


